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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具案内管に挿脱されるシースの先端に、前記シースの基端側からの操作に
より後端側を回動支点にして先端側が円弧状に開閉するよう向かい合う一対の鋏片が配置
された内視鏡用鋏型高周波処置具において、
　前記一対の鋏片が、それぞれ閉じ方向に細幅部が突出する段付き凸状の断面形状に形成
されると共に、前記一対の鋏片の幅の一方の辺寄りに変位した位置において、前記一対の
鋏片が閉じられた状態で互いの細幅部どうしが長手方向にすれ違って並列に並ぶように配
置され、前記一対の鋏片の少なくとも一方の前記細幅部の凸状の頂部である突端面のみに
導電性金属が露出する電極刃が形成され、それ以外の部分の前記鋏片の外表面全体が電気
絶縁材で被覆されていることを特徴とする内視鏡用鋏型高周波処置具。
【請求項２】
　請求項１に記載された内視鏡用鋏型高周波処置具において、前記鋏片全体が導電性金属
により形成されて、前記鋏片の前記電極刃以外の部分の外表面に電気絶縁性被膜が被覆さ
れている内視鏡用鋏型高周波処置具。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された内視鏡用鋏型高周波処置具において、前記一対の鋏片の双
方の細幅部の突端面が前記電極刃になっている内視鏡用鋏型高周波処置具。
【請求項４】
　請求項１ないし３の何れかに記載された内視鏡用鋏型高周波処置具において、前記一対
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の鋏片が開閉動作する際には前記細幅部の側面どうしが極近接してすれ違う内視鏡用鋏型
高周波処置具。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れかに記載された内視鏡用鋏型高周波処置具において、前記一対
の鋏片が、前記一対の鋏片の円弧状開閉の軌跡により形成される平面に対して垂直方向に
湾曲した形状に形成され、前記電極刃が前記鋏片の湾曲の内側寄りの位置に偏位して配置
されている内視鏡用鋏型高周波処置具。
【請求項６】
　請求項１ないし５の何れかに記載された内視鏡用鋏型高周波処置具において、前記一対
の鋏片の一方又は双方の先端部分に閉じ方向に突出するフック状突片が形成されている内
視鏡用鋏型高周波処置具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の処置具案内管に通して体内に導入され、一対の鋏片に高周波電流を
通電して生体組織の切開や切断等を行う内視鏡用鋏型高周波処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用鋏型高周波処置具は一般に、内視鏡の処置具案内管に挿脱されるシースの先端
に、シースの基端側からの操作により後端側を回動支点にして前方に向かって開閉する一
対の鋏片が配置されており、切れ味をよくするためには、一対の鋏片が閉じられていくの
に従って互いの刃部どうしが交差するように構成されている。
　そして、そのスラスト面に生体組織の焼けカスが付着すると切れ味が著しく低下するの
で、双方の鋏片のスラスト面には電気絶縁被覆が施されて、高周波焼灼時の生体組織の焼
けカスがスラスト面に付着しないように工夫されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】　特表平１１－５０４２４０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　図１６は、特許文献１に記載された発明の一対の鋏片５１により、生体組織を挟み付け
た状態で高周波電流を通電して生体組織を切断する状態を示している。５２は電気絶縁被
覆面であり、生体組織は、鋏片５１の金属露出面に触れる位置で、高周波電流により焼灼
されて切断されていく。
　しかし、実際に高周波電流を通電しながら一対の鋏片５１を閉じていくと、図１７に示
されるように、一対の鋏片５１が次第に生体組織内に食い込んで行くのに伴って、鋏片５
１の裏面側が生体組織に触れる状態になって、切断が必要とされる部位以外のその周囲の
ある程度広い範囲の組織までが焼灼されて損壊されてしまう場合がある。
【０００４】
　本発明はそのような問題を解決するためになされたものであり、生体組織の切断部の周
辺の組織を損壊することなく、切断部だけを確実に焼灼して切れ味のよい切断処置を行う
ことができる内視鏡用鋏型高周波処置具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　内視鏡の処置具案内管に挿脱されるシースの先端に、シースの基端側からの操作により
後端側を回動支点にして先端側が円弧状に開閉するよう向かい合う一対の鋏片が配置され
た内視鏡用鋏型高周波処置具において、一対の鋏片が、それぞれ閉じ方向に細幅部が突出
する段付き凸状の断面形状に形成されると共に、一対の鋏片の幅の一方の辺寄りに変位し
た位置において、一対の鋏片が閉じられた状態で互いの細幅部どうしが長手方向にすれ違
って並列に並ぶように配置され、一対の鋏片の少なくとも一方の細幅部の凸状の頂部であ
る突端面のみに導電性金属が露出する電極刃が形成され、それ以外の部分の鋏片の外表面
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全体が電気絶縁材で被覆されている。
 
【０００６】
　なお、鋏片全体が導電性金属により形成されて、鋏片の電極刃以外の部分の外表面に電
気絶縁性被膜が被覆されていてもよく、一対の鋏片の双方の細幅部の突端面が電極刃にな
っていてもよい。そして、一対の鋏片の一方のみの細幅部の突端面が電極刃になっていて
もよい。
 
【０００７】
　また、一対の鋏片が開閉動作する際には細幅部の側面どうしが極近接してすれ違うよう
にしてもよく、一対の鋏片の細幅部どうしが各鋏片の幅の一方の辺寄りに偏位した位置に
おいてすれ違うようにしてもよい。また、一対の鋏片の一方又は双方の先端部分に閉じ方
向に突出するフック状突片が形成されていてもよい。そして、一対の鋏片が、一対の鋏片
の円弧状開閉の軌跡により形成される平面に対して垂直方向に湾曲した形状に形成されて
いてもよく、電極刃が鋏片の湾曲の内側寄りの位置に偏位して配置されていてもよい。
 
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の内視鏡用鋏型高周波処置具によれば、一対の鋏片が、それぞれ閉じ方向に細幅
部が突出する段付き凸状の断面形状に形成されると共に、一対の鋏片の幅の一方の辺寄り
に変位した位置において、一対の鋏片が閉じられた状態で互いの細幅部どうしが長手方向
にすれ違って並列に並ぶように配置され、一対の鋏片の少なくとも一方の細幅部の凸状の
頂部である突端面のみに導電性金属が露出する電極刃が形成され、それ以外の部分の鋏片
の外表面全体が電気絶縁材で被覆されていることにより、生体組織の切断部の周辺の組織
を損壊することなく、切断部だけを確実に焼灼して切れ味のよい切断処置を行うことがで
きる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を具体的に説明する。
　図２と図３は、本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の側
面部分断面図と平面図、図４はその高周波鋏片６Ａ，６Ｂ部分の斜視図である。
　１は、内視鏡の処置具案内管に挿脱自在な可撓性シースであり、ステンレス線等を密着
巻きしたコイルパイプにより形成されている。可撓性シース１の外周面には、電気絶縁性
の可撓性チューブからなるシース外皮２が全長に被覆され、可撓性シース１の先端に固定
的に取り付けられた先端口金３の外周にシース外皮２の先端が固定されている。４は、可
撓性シース１内に緩く挿通された導電性の操作ワイヤーであり、可撓性シース１の基端に
連結された操作部（図示せず）からの操作により、軸方向に進退させることができ、また
軸周りに回転させることができる。
【００１０】
　５は、先端口金３に対して軸方向に移動することはできないが、軸周りに回転自在に先
端口金３に連結された先端支持枠であり、剛性の大きな電気絶縁性のプラスチック材等で
形成されている。先端支持枠５に形成されたスリット７の先端部分には、導電性金属から
なる一対の鋏片６Ａ，６Ｂが、剛性の大きな電気絶縁性のプラスチック材等からなる支軸
８を中心に後端側を支点にして回動自在に前方に向かって開閉自在に支持されている。
【００１１】
　この実施の形態においては、各鋏片６Ａ，６Ｂが真っ直ぐな棒状に形成されていて、そ
の先端部分６０Ａ，６０Ｂは他の部分より幅広に形成されて、生体組織に押し付けられた
時でも機械的穿孔が発生し難くなっている。９は、一対の鋏片６Ａ，６Ｂを開閉駆動する
ための導電金属製の公知のリンク機構であり、操作ワイヤー４の先端がリンク機構９に連
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結されている。ただし、一対の鋏片６Ａ，６Ｂの開閉駆動をリンク機構９以外の機構で行
ってもよい。
【００１２】
　そのような構成により、操作部において操作ワイヤー４を進退操作すれば一対の鋏片６
Ａ，６Ｂが各々支軸８を中心に回動して前方に向かって開閉し、操作ワイヤー４を軸周り
に回転操作すれば、先端支持枠５や鋏片６Ａ，６Ｂ等が一体となって先端口金３の軸周り
に回転する。そして、操作部側において操作ワイヤー４を図示されていない高周波電源に
接続することにより、操作ワイヤー４を経由して各鋏片６Ａ，６Ｂに高周波電流を通電す
ることができる。なお、図２には一対の鋏片６Ａ，６Ｂが開いた状態が実線で図示されて
いるが、閉じた状態も二点鎖線で図示されている。
【００１３】
　図２に示されるＡ－Ａ線における断面図である図１にも示されるように、各鋏片６Ａ，
６Ｂには、各鋏片６Ａ，６Ｂより幅が狭い（より具体的には、各鋏片６Ａ，６Ｂの幅の半
部の幅よりさらに幅が狭い）細幅部１６Ａ，１６Ｂが閉じ方向の面に突出形成されて、各
鋏片６Ａ，６Ｂの断面形状が段付き凸状になっている。そして、一対の鋏片６Ａ，６Ｂが
開閉動作する際には細幅部１６Ａ，１６Ｂの側面どうしが極接近して、ぶつかり合わない
程度の最小限の間隔（例えば、０．３ｍｍ以下程度の間隔）で、鋏片６Ａ，６Ｂの幅を二
等分する中心位置を間に挟んですれ違い、一対の鋏片６Ａ，６Ｂが閉じられた状態では互
いの細幅部１６Ａ，１６Ｂどうしがすれ違って並列に並ぶように配置されている。
【００１４】
　各細幅部１６Ａ，１６Ｂの突端面は、鋏片６Ａ，６Ｂの開閉方向に対して垂直をなす平
面状に形成されて、導電性金属が露出する電極刃１０Ａ，１０Ｂになっている。即ち、各
鋏片６Ａ，６Ｂは、各細幅部１６Ａ，１６Ｂの突端面である電極刃１０Ａ，１０Ｂのみに
金属面が露出して、その他の面には各々全面に一つながりに、例えばフッ素樹脂等のよう
な化学的及び熱的に安定性が大きいいわゆる不活性の合成樹脂材からなる電気絶縁性被膜
１１が被覆されている。電気絶縁性被膜１１部分は全図について砂目状に表示してある。
このようにして、高周波電極である電極刃１０Ａ，１０Ｂのみが金属露出面になっている
ことにより、その他の部分では高周波焼灼が行われないので、高周波処置の際に必要な生
体組織だけを焼灼して、安全に切開又は切断等を行うことができる。
【００１５】
　図５ないし図７は、この実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具を用いて、一対の鋏片
６Ａ，６Ｂの間に生体組織を挟み付けた状態で鋏片６Ａ，６Ｂに高周波電流を通電して生
体組織を切断する状態を示しており、図５に示されるように、生体組織は、電極刃１０Ａ
，１０Ｂに触れる位置で、高周波電流により焼灼され、高周波電流を通電しながら一対の
鋏片６Ａ，６Ｂを閉じていくと、図６に示されるように、各鋏片６Ａ，６Ｂの細幅部１６
Ａ，１６Ｂが生体組織内に食い込んで生体組織が切断されていく。その際に、生体組織に
触れる電極刃１０Ａ，１０Ｂの範囲は変わらないので、電極刃１０Ａ，１０Ｂに触れる一
定幅の生体組織だけが焼灼、切断されて、切断部の周辺の組織が損壊されない。
【００１６】
　そして、図７に示されるように、一対の鋏片６Ａ，６Ｂの細幅部１６Ａ，１６Ｂどうし
がすれ違った状態では、すれ違い時に向かい合うすれ違い面（即ち、スラスト面）が電気
絶縁されていてその部分では生体組織が焼灼されないので、細幅部１６Ａ，１６Ｂのすれ
違い動作が生体組織の焼けカスにより阻害されず、切れ味のよい切断処置を行うことがで
きる。
【００１７】
　図８と図９は、本発明の第２及び第３の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片
６Ａ，６Ｂを示しており、一方の鋏片６Ａの先端部分６０Ａ又は双方の鋏片６Ａ，６Ｂの
先端部分６０Ａ，６０Ｂに、閉じ方向に突出するフック状突片を突出形成したものであり
、その他の構成は前述の第１の実施の形態と同様である。このように構成することにより
、切断対象になる生体組織をフック状突片に引っ掛けて引き寄せたり、二つのフック状突
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片の間に挟み付けて引き寄せたりすることができる。
【００１８】
　図１０は、本発明の第４の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の平面図
であり、一対の鋏片６Ａ，６Ｂが、開閉動作方向に対し垂直な面上において湾曲した形状
に形成されている。この実施例では、各鋏片６Ａ，６Ｂが、先端支持枠５から前方に向か
うに従って可撓性シース１の先端部分の中心線（即ち、先端支持枠５の中心線）の延長線
Ｃから次第に斜め方向に離れて、湾曲部分より前方位置で逆に中心線の延長線Ｃを跨いで
その反対側に達する形状に形成されている。その結果、湾曲形状の外側の壁面を体内組織
面３０に接触させれば、その体内組織面３０に電極刃１０Ａ，１０Ｂが接触し難い状態に
なり、正常な体内組織面３０を焼灼する恐れが減少する。また、鋏片６Ａ，６Ｂが先端支
持枠５の外縁の延長線から大きく飛び出すことなく（したがって、内視鏡の処置具案内管
内に容易に挿脱可能）、鋏片６Ａ，６Ｂの曲がり量を大きくとることができる。両鋏片６
Ａ，６Ｂの湾曲形状は同じであり、したがって一対の鋏片６Ａ，６Ｂは互いに向かい合っ
た状態で開閉する。なお、一対の鋏片６Ａ，６Ｂが、開閉動作方向に対し垂直な面以外の
面上において湾曲した形状に形成されていてもよい。
【００１９】
　図１１は、本発明の第５の実施の形態の鋏片６Ａ，６Ｂの断面図（図２のＡ－Ａ線にお
ける断面図に相当）であり、電極刃１０Ａ，１０Ｂを形成する導電性金属の露出面が一対
の鋏片６Ａ，６Ｂの開閉方向に対して傾斜して形成されている。より具体的には、電極刃
１０Ａ，１０Ｂを形成する導電性金属の露出面が、細幅部１６Ａ，１６Ｂの突端面の一部
（例えば、電極刃１０Ａ，１０Ｂの幅のうち他方の電極刃１０Ａ，１０Ｂに近い側の半幅
分程度）を面取り状に傾斜させた斜面として形成されている。このように構成すると、図
１２に示されるように、体内組織に対する電極刃１０Ａ，１０Ｂの当接状態がなだらかに
なり、よりスムーズな切断処置を行うことができる。
【００２０】
　図１３は、本発明の第６の実施の形態の鋏片６Ａ，６Ｂの断面図（図２のＡ－Ａ線にお
ける断面図に相当）であり、一方の細幅部１６Ｂが鋏片６Ｂの幅の一方の辺に沿って形成
されており、その結果、一対の鋏片６Ａ，６Ｂの細幅部１６Ａ，１６Ｂが鋏片６Ａ，６Ｂ
の幅の中心を外れて一方の辺寄りに偏位した位置においてすれ違う。このような構成は、
例えば図１４に示されるように、一対の鋏片６Ａ，６Ｂが湾曲した形状に形成されている
場合において特に有効であり、電極刃１０Ａ，１０Ｂが体内組織面３０から遠ざかるので
、電極刃１０Ａ，１０Ｂが正常な体内組織面３０に対してより接触し難い状態になり、無
用な組織損傷等の恐れがさらに減少する。
【００２１】
　図１５は、本発明の第７の実施の形態の鋏片６Ａ，６Ｂの断面図（図２のＡ－Ａ線にお
ける断面図に相当）であり、一対の鋏片６Ａ，６Ｂの一方のみの細幅部１６Ａの突端面が
電極刃１０Ａになっていて、他方の細幅部１６Ｂの突端面には電気絶縁性被膜１１が被覆
されている。このように構成すると、切断のために生体組織が焼灼される幅をより狭くす
ることができ、目的に応じて選択使用することができる。
【００２２】
　なお、本発明は説明した各実施の形態に限定されるものではなく、本発明は、一対の電
極刃１０Ａ，１０Ｂが高周波電源の正極と負極とに電気的に分離して接続されるいわゆる
バイポーラ型の高周波処置具に適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の図２に示されるＡ－Ａ
線における断面図。
【図２】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の側面部分断
面図。
【図３】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の平面図。
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【図４】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の斜視図。
【図５】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【図６】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【図７】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【図８】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の斜視図。
【図９】本発明の第３の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の斜視図。
【図１０】本発明の第４の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の平面図。
【図１１】本発明の第５の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の断面図。
【図１２】本発明の第５の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【図１３】本発明の第６の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の断面図。
【図１４】本発明の第６の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の先端付近の平面図。
【図１５】本発明の第７の実施の形態の内視鏡用鋏型高周波処置具の鋏片の断面図。
【図１６】従来の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【図１７】従来の内視鏡用鋏型高周波処置具の使用状態の断面図。
【符号の説明】
【００２４】
１…可撓性シース
２…シース外皮
４…操作ワイヤー
６Ａ，６Ｂ…鋏片
１０Ａ，１０Ｂ…電極刃
１１…電気絶縁性被膜（電気絶縁材）
１６Ａ，１６Ｂ…細幅部
６０Ａ，６０Ｂ…先端部分

【図１】 【図２】
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